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          つぶやき

等
の
改
定
を
行
う
。

議
員　

民
間
保
育
園
が
、

26
年
度
に
３
園
、
27
年
度

に
１
園
、
新
設
さ
れ
、
あ

わ
せ
て
民
間
家
庭
保
育
室

の
保
育
料
助
成
が
拡
充
さ

れ
る
。
保
育
園
待
機
児
童

は
解
消
さ
れ
る
か
。

市
長　
今
後
も
待
機
児
童

解
消
に
向
け
た
保
育
園
整

備
を
推
進
。
家
庭

保
育
室
へ
の
助
成

は
認
可
保
育
園
と

同
等
負
担
と
な
り

待
機
児
童
解
消
の

一
助
と
な
る
。

議
員　

紙
お
む

つ
助
成
を
入
院
患

者
へ
も
拡
充
し
て

は
。

市
長　
入
院
な
ど

に
も
対
応
で
き
る

支
給
方
法
な
ど
を

検
討
す
る
。

議
員　
消
費
税
法
第
60
条

第
６
項
に
は
、
公
共
施
設

の
使
用
料
等
の
消
費
税
が

免
除
さ
れ
て
い
る
。
値
上

げ
す
べ
き
で
は
な
い
。

市
長　
国
か
ら
の
消
費
税

負
担
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
の
方
針
、
光
熱
水
費

や
委
託
料
な
ど
の
消
費
税

引
き
上
げ
分
の
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
か
ら
使
用
料

議
員　

２

０
２
０
年

に
東
京
で

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
さ

き
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
ボ
ー
ト
競
技
の
会
場

と
な
り
、
そ
の
後
の
戸
田

漕
艇
場
は
本
市
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
く
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
現
在
、

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
東

京
湾
に
新
た
な
漕
艇
場
を

建
設
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
し
か

し
、
彩
湖
等

を
会
場
と
す

る
可
能
性
は

あ
る
と
考
え

る
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部

長　

現
在
の

戸
田
漕
艇
場

は
、
コ
ー
ス

数
や
幅
、
水

深
と
い
っ
た

点
で
国
際
規

格
を
満
た
さ
ず
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
は
難
し

い
。
ま
た
、
彩
湖
で
の
開

催
も
現
時
点
で
は
広
さ
が

足
り
な
い
。
し
か
し
、
拡

幅
工
事
等
を
行
え
ば
可
能

と
考
え
る
の
で
、
本
市
で

の
開
催
の
可
能
性
が
残
さ

れ
て
い
る
限
り
、
埼
玉
県

ボ
ー
ト
協
会
等
と
協
力
し

て
積
極
的
な
誘
致
を
行
い

た
い
。

議
員　
五
輪
会
場
に
な
れ

な
い
と
し
て
も
、
キ
ャ
ン

プ
地
や
練
習
会
場
と
し
て

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
ど

う
か
。

市
民
生
活
部
長　
か
か
わ

り
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら

れ
る
の
で
、
市
制
施
行
50

周
年
に
合
わ
せ
た
周
辺
の

環
境
整
備
や
聖
火
台
の
活

用
も
含
め
、
積
極
的
な
対

応
を
し
て
い
く
。

議
員　
か
か
わ
り
を
持
て

な
け
れ
ば
ボ
ー
ト
の
中
心

地
と
し
て
の
地
位
は
新
し

い
漕
艇
場
に
取
っ
て
か
わ

ら
れ
る
。「
ボ
ー
ト
の
ま

ち
戸
田
」
の
看
板
を
か
け

て
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。

▲ 1964 年東京オリンピック（戸田ボートコースと聖火台）

ボ
ー
ト
競
技
を
誘
致
せ
よ

「
可
能
性
の
あ
る
限
り
努
力
す
る
」

遠
藤 

英
樹 

議
員

東京五輪

建設事業の集中見直し
暮らし優先の市政へ

出生率アップと　　　
健康寿命の延伸を

日本共産党　花井 伸子　議員

戸田の会　酒井 郁郎　議員

「基金・市債の活用で両立図る」

「計画に沿って進めていく」

議
員　
公
共
施
設
の
再
整

備
が
単
年
度
に
集
中
し
過

ぎ
、
前
年
度
比
64
・
３
％
、

32
億
円
の
増
、
こ
れ
ら
に

伴
い
建
設
事
業
の
借
金
が

総
額
52
億
２
千
万
円
と
、

財
政
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を

欠
い
て
い
る
の
で
は
。

市
長　
公
共
施
設
等
整
備

基
金
や
地
方
債
の
適
正
な

活
用
で
財
政
負
担
の
平
準

化
を
図
り
、
他
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
の
両
立
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

議
員　
国
は
積
極
的
な
経

済
政
策
を
掲
げ
て
い
る

が
、
そ
の
成
否
に
関
係
な

く
「
戸
田
市
の
こ
と
は
我

ら
が
や
る
」
と
い
う
強
い

意
思
で
当
た
る
べ
き
。
教

育
・
子
育
て
支
援
や
町
並

み
整
備
な
ど
働
く
世
代
の

環
境
整
備
、
重
点
産
業
分

野
を
呼
び
込
む
産
業
振
興

策
に
加
え
、
出
生
率
ア
ッ

プ
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を

強
く
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
計
画
の
中
で
将
来

を
見
据
え
検
討
し
て
い
く
。

消
費
税
の
公
共
施
設
使
用

料
等
へ
の
転
嫁
や
め
よ

子
育
て
支
援
・

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

子
育
て
支
援

と
高
齢
者
の

健
康
増
進
を

推
進
す
る
。

議
員　

放
課

後
学
習
の
充

実
、
学
童
保

育
と
連
携
を
。

ま
た
、
授
業

に
つ
い
て
い

け
な
い
児
童

へ
の
支
援
を
。

市
長　
「
と

だ
っ
子
学
習

ク
ラ
ブ
」
の

充
実
に
よ
り
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

議
員　
小
中
一
貫
教
育
の

本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。
小

中
一
貫
校
設
立
に
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

市
長　
検
討
委
員
会
を
設

け
研
究
を
進
め
る
。

議
員　
出
産
・
育
児
の
支

援
と
し
て
、
産
後
ケ
ア
や

産
前
・
産
後
の
ボ
デ
ィ
ケ

ア
な
ど
、
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
。

市
長　
市
民
ニ
ー
ズ
に
耳

を
傾
け
支
援
し
て
い
く
。

議
員　
市
長
の
目
指
す
市

民
と
の
協
働
は
ど
の
程
度

の
も
の
か
。「
必
ず
参
加

機
会
を
つ
く
る
」「
す
べ

て
の
立
場
の
人
の
参
加
を

目
指
す
」
た
め
に
何
を
行

う
か
。

市
長　
施
策
の
計
画
策
定

段
階
か
ら
、
行
政
は
、
市

民
が
参
加
す
る
権
利
を
保

障
す
る
。
市
民
が
市
政
に

参
画
す
る
場
や
市
民
同
士

が
つ
な
が
る
場
を
つ
く
る
。

総括質問
議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例

市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、２月24日から３日間かけて、14

人の議員が一般質問を一問一答方式で行いました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。一
般質問の原稿は、質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ごらんいただくことができます。

日
本
の
ボ
ー
ト
競
技
の

中
心
地
は
戸
田
だ
！

※

※ 協働…同じ目的のために、対等の立場で協力して、ともに働くこと。

▲スポーツセンターの使用料も値上げされました
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◀
出
生
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を

一般質問一般質問


